
























































































































































４．その他
ここに定めのない事項については実行委員会の決定による。
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審判規定（日本相撲連盟審判規程：抜粋）

⑴審判員及び任務
①審判員の構成は、審判長、主審及び副審４名
（計６名）とする。（第２条）

）条３第（。る限に員判審該当、は定判負勝の技競②
③審判長又は副審が主審の勝負判定に対して異議
又は疑義がある場合においては、協議を行うも
のとする。（第６条）

⑵勝ち負けのルール
ア）次の場合は勝とする。（第７条）
①相手選手を先に勝負俵の外に出した場合
②相手選手の足の裏以外の一部を先に土俵につ
けた場合

イ）次の場合は、審判員の協議により当該選手を
負けとする。（第９条）
①負傷等により、競技続行が不可能と判定され
た場合
②禁手を用いた場合又は用いたと判定された場
合
③選手が勝手に競技を中止した場合
④審判員が故意に立たない選手と認めた場合
⑤審判員の指示に従わない場合
ウ）競技中まわしの『前ぶくろ』が解けてはずれ
た場合は、負けとする。（第13条）

⑶禁手とは、次の各号のことをいう。（第10条）
（禁手が用いられたときは、主審は直ちに競技を
中止させる）
①拳で殴ること。
②胸部、腹部等を蹴ること。
③目、水月等の急所を、拳又は指で突くこと。
④頭髪をつかむこと。
⑤咽喉をつかむこと。
⑥前ぶくろ（前立禅）をつかむこと、又は横から
指を入れて引くこと。
⑦一指又は二指を折り返すこと。
⑧噛むこと
⑷『張り手』が用いられた場合は、直ちに競技を中
止し審判員の協議により処置する。（第11条）
①全審判員が故意に用いたと判定した場合は、負
けとする。
②審判員のうち故意によるものでないと判定した
者がいる場合は、取り直しとする。

③取り直しとなった勝負において、同一選手が再
度用いた場合は、故意、過失にかかわらず負け
とする。
④『張り手』とは、選手本人の肩幅の外側から相
手の顔面を張ることをいう。

⑸禁じ技（日本相撲連盟審判規程補則：抜粋）
ア）危険を防止するため、次の技を『禁じ技』と
する。（第１条）
①反り技（居反り・欅反り・撞木反り・掛反り・
外欅反り）
②河津掛け
③さば折り
④極め出し・極め倒し（かんぬき）
イ）『禁じ技』が用いられた場合は、直ちに競技
を中止し、取り直しとする。（第２条）
ウ）『禁じ技』で勝負が決まった場合は、審判員
の協議により取り直しとする。（第３条）

エ）同一選手が『禁じ技』を二度用いた場合は、
審判員の協議により負けとする。（第４条）

⑹危険な組み手（日本相撲連盟審判規程補則：抜粋）
ア）危険を防止するため、次の状態を、『危険な
組み手』とする。（第５条）
①脇に入った相手の首を極めること。
（抱え込む）
②後頭部を相手の腹部につけること。
（突っ込む）
③鴨の入り首
イ）『危険な組手』となった場合は、直ちに競技
を中止し、取り直しとする。（第６条）
ウ）同一選手が『危険な組手』（鴨の入首を除く）
を二度用いた場合は、審判員の協議により負け
とする。（第７条）

⑺立ち会い
　立ち会いは、主審のかけ声によって立ち合わせ
るものとする。（第14条）
①立会いは、両手をついて主審のかけ声によって
立つものとする。「待った」は原則として認め
ない。（本大会の特別規程）

⑻競技開始後３分を経過しても勝負が決しない場合
は、競技を中止し、直ちに『取り直し』とする。
（第17条）
①２番後取直しとする。（本大会の特別規程）
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試合の前に必要なこと

　準備運動は、手足の屈伸をはじめ、最低10分ぐらいの予備運動を出場選手全員に対して行います。
　これは汗をかく程度まで行うのが目安です。

①　関節柔軟運動（かんせつじゅうなんうんどう）
　相撲の試合や技能練習を行うための身体的能
力を高める。
　筋肉や関節を柔軟(ほぐす)にしておくことで
安全性を確保する。

②　伸脚運動（しんきゃくうんどう）
　下半身にバネをつけるための運動です。
　左右の足をかわるがわる伸ばします。

③　四股（しこ）
　両足を開いて構え、足を左右かわるがわる高
くあげ、力を入れてふみます。手はひざにそえ
ます。大切なのは上体をまっすぐにすることで、
前かがみになると効果がなくなります。

④　てっぽう
　柱に向かって、左右かわるがわる突っ張りま
す。片方の手が柱から離れる直前に、もう片方
の手で突っ張るのがこつです。

⑤　ころがり
　ころがりとは、受け身のことで、頭、肩、手
のひらなどをつかないようなころび方が大切で
す。

※大会当日の国技館内では、準備運動（ウォーミンクアップ）は禁止です。
相撲教習所にて準備運動して下さい。

※ 準備運動を怠りますと、怪我をする危険性が高くなります。必ず、相撲
をはじめる前に十分な準備運動をして下さい。

©琴剣
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まわしの締め方

補助者は四つ折りにしてあるまわ
しを、このように指で手に取って、
持つ。

①

締める人は、立てまわしを左手で
しっかり押さえ、右手で横まわしを
持ち前に引っ張り、腰を左に振りな
がら、締めていく。

⑨ 立てまわし部分を２周したら、前
垂れを下ろし、締める人は前後がき
つくないか調整する。

⑩

ゆるめる時は、横まわしの下の前
袋に親指を入れ引き下げる。
⑬調整したら、下ろした上からまわ

しを締めて行き、もう１周巻く。
⑪

きつく締める時は、前袋に親指を
入れ前に出す。
⑫

締める人は、補助者からまわしの
先端を受け取る。
②

先端から立てまわしまでを跨ぎ、
股に挟んで、前袋をつくる。補助者
は後ろから立てまわしが下に落ちな
いように、やや上に引き加減で張っ
て持っている。

④四つ折りにしたまわしの先端を二
つに開き、前袋部分を形作りながら、
八つ折りにして立てまわし部分を作
る。

③

締
め
る
者
が
見
た

先
端

締める人は、まわしの先端を顎に
挟み、立てまわしを持つ手を左手に
変える。

⑤

←二つ折り

→

ア
ゴ
の
あ
た
り
に

ま
わ
し
の
先
端
を
持
っ
て
く
る

補助者はまわし
を適度に張るよ
うに持つ

後ろの立てまわしの部分を八つ折
りにして左手で腰のあたりで押さえ
て中心をつくる。補助者は、位置を
確認して伝える。

⑥

四つ折り
↓

↑
八つ折り

まずは２周まわる。
補助者は、前まわしから横まわしへ
と、まわしがぴったりと重なるよう
によく見て、締まるようにする。

⑧

→

へ
そ
が
前
ま
わ
し
の
上
に

出
る
よ
う
に

締める人は、左手で中心をしっか
り持ち、自ら右回りに回る。
補助者はまわしが締める人の後ろに
来た時はやや上加減に、お腹側に来
た時はやや下加減にすると良い。

⑦

輪
が
下
に

な
る
よ
う
に

©琴剣
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基
本
的
に
、
ま
わ
し
は
立
て
ま
わ
し
の
後
ろ

部
分
か
ら
数
え
始
め
、
４
周
で
締
め
ま
す
。

締
め
終
わ
っ
た
ら
、
立
て
ま
わ
し
は
真
ん
中

に
来
て
い
る
か
、
前
袋
が
き
ち
ん
と
な
っ
て

い
る
か
、
腰
が
き
と
ん
と
下
ろ
せ
る
か
、
動

い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

右側に折り込むと前に三角が形づ
くられる。
⑮ 補助者は腕をテコにして引き上げ

る。締める人は体を下におろす。
㉑

最後尾部分を強く締めて結び目と
する。
㉓

垂れている二つ折りの前垂れを谷
折りに折って合わせ四つ折りにす
る。

⑭

さらに折り込みの上から締めなが
ら、もう１周巻きながら、ゆるまな
いようによく締めてたたいていく。

⑯ 引き出した最後尾部分を左斜めに
おろして、右側に差し込む。
㉒

立てまわしの下を通して、横まわ
しの下から上に引き出す。立てまわ
しの位置にも気をつける。

⑳

出来上がり。㉔

補助者は、４周を過ぎたら、左横
辺りから四つ折りを八つ折りにして
結び目にする。

⑰

↑
四つ折り

実
際
は
ゆ
る
ま
る
の
で

手
を
離
し
ま
せ
ん

↑
八つ折り

補助者は、最後尾を左腰横くらい
から八つ折りにして右手に持ち、コ
ブにならないように気をつけなが
ら、立てまわしの下に通す。締める
人は、左手でまわしをしっかりと押
さえておく。

⑲ヘソの位置に最後尾がくると、後
ろの結び目の長さがちょうどいい。
⑱

左手で押さえる

先
端
部
分
を
右
手
で
持
ち
差
し
込
む

©琴剣
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試合の前後の所作
－土俵に上がってから下りるまで－
※大相撲の所作とは異なる点があります。

①入
にゅうじょう

場 ②選
せん

手
しゅ

全
せん

員
いん

で礼
れい

③土
どひょ う

俵へ進
すす

む

選
せん

手
しゅ

は誘
ゆう

導
どう

係
かかりいん

員に従
したが

い、支
し た く

度部
べ

屋
や

から会
かい

場
じょう

へ入
にゅう

場
じょう

する。
土
どひょう

俵溜
だ

まり席
せき

に並
なら

んだら、「礼
れい

」のアナ
ウンスにしたがい、全

ぜん

員
いん

で礼
れい

をする。
礼
れい

の後
あと

、土
どひょう

俵溜
だまり

席
せき

に腰
こし

を下
お

ろす。

「東
ひがし

、～君
くん

」「西
にし

、～君
くん

」と名
な

前
まえ

を呼
よ

ばれ
た選

せん

手
しゅ

は立
た

ち上
あ

がり、「ハイッ！」と大
おお

きな声
こえ

で返
へん

事
じ

をして土
どひょう

俵へ進
すす

む。

④土
どひょ う

俵へ上
あ

がる ⑤立
りつ　れい

礼（一
いっ　かい　せん

回戦～） 塵
ちり

手
ちょう ず

水（準
じゅん

々
じゅん

決
けっ

勝
しょう

～）

中
ちゅう

央
おう

の上
あ

がり段
だん

に片
かた

足
あし

を掛
か

け、徳
とく

俵
だわら

の内
うち

側
がわ

（二
に

字
じ

口
くち

）に入
はい

る。このとき、俵
たわら

や蛇
じゃ

の目
め

の砂
すな

を踏
ふ

まないよう気
き

を付
つ

ける。

徳
とく

俵
だわら

の内
うち

側
がわ

でお互
たが

いに立
りつ

礼
れい

する。 蹲
そん

踞
きょ

の姿
し

勢
せい

から、塵
ちり

手
ちょうず

水をする。
（塵

ちり

手
ちょうず

水の詳
くわ

しい動
どう

作
さ

は塵
ちり

手
ちょうず

水動
どう

作
さ

説
せつ

明
めい

 
で解

かい

説
せつ

しています）

塵
ちり

手
ちょうず

水は正
せい

々
せい

堂
どう

々
どう

と素
す

手
で

で戦
たたか

うことを相
あい

手
て

に伝
つた

える意
い

思
し

表
ひょうじ

示です。腰
こし

を下
お

ろす蹲
そん

踞
きょ

は相
あい

手
て

を敬
うやま

う（思
おも

いやる）ことを表
あらわ

し、掌
てのひら

を擦
す

り合
あ

わせてたたく動
どう

作
さ

は手
て

を清
きよ

めること、両
りょうて

手を左
さ ゆ う

右に広
ひろ

げて掌
てのひら

を見
み

せる動
どう

作
さ

は武
ぶ

器
き

を持
も

っていないことを表
あらわ

します。

⑥仕
し

切
き

り線
せん

へ進
すす

む ⑦蹲
そん

踞
きょ

⑧仕
し

切
き

り

仕
し

切
き

り線
せん

の一
いっ

歩
ぽ

手
て

前
まえ

まで進
すす

む。 顎
あご

を引
ひ

き、背
せ

筋
すじ

を伸
の

ばして両
りょう

掌
てのひら

を膝
ひざ

にの
せて腰

こし

を下
お

ろす。両
りょう

膝
ひざ

は十
じゅうぶん

分に左
さ ゆ う

右に開
ひら

き全
ぜん

身
しん

の力
ちから

を抜
ぬ

く。

蹲
そん

踞
きょ

から立
た

ち上
あ

がり、右
みぎ

足
あし

、左
ひだり

足
あし

と足
あし

を
開
ひら

き、脇
わき

を締
し

めて腰
こし

を深
ふか

く下
お

ろす。
拳
こぶし

を地
じ

面
めん

に付
つ

け、前
まえ

へ体
たい

重
じゅう

を掛
か

ける。

塵手水
動作説明

両
手
を
ひ
ざ
の
内

側
に
あ
て
る

手
を
洗
う
よ
う
に

摩
る

手
を
合
わ
せ
る

両
手
を
開
く

ヒ
ザ
の
上
に

静
か
に
下
ろ
す

真
横
に
両
手
を
開
く

手
を
た
た
く

手
を
開
く

手
の
平
を
返
す

©琴剣
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◎仕
し

切
き

り線
せん

仕
し

切
き

り線
せん

は昭
しょう

和
わ

３年
ねん

一
いち

月
がつ

場
ば

所
しょ

より土
どひょう

俵に引
ひ

かれま

した。仕
し

切
き

り線
せん

ができたことで、どの取
とり

組
くみ

も同
おな

じ

位
い

置
ち

で仕
し

切
き

りが行
おこな

われるようになりました。

◎土
どひょう

俵の大
おお

きさ
昭
しょう

和
わ

６年
ねん

に土
どひょう

俵の直
ちょっけい

径が３ｍ 94 ㎝（13 尺
しゃく

）から

直
ちょっけい

径４ｍ 55 ㎝（15 尺
しゃく

）に広
ひろ

がりました。その頃
ころ

の男
だん

性
せい

（17 才
さい

）の平
へい

均
きん

身
しんちょう

長と体
たいじゅう

重が 161 ㎝、53 ㎏。

それが現
げん

代
だい

では 171 ㎝、63 ㎏と、体
からだ

が大
おお

きくなっ

ていることがわかります。

◎土
どひょう

俵上
じょう

での作
さ

法
ほう

昔から土
どひょう

俵は神
かみ

様
さま

がいる神
しん

聖
せい

な場
ば

所
しょ

とされ、土
どひょう

俵

上
じょう

での礼
れい

、塩
しお

まき、勝
かち

名
な

乗
の

り等
など

の作
さ

法
ほう

は一
ひと

つ一
ひと

つ

正
ただ

しく行
おこな

うことが大
たい

切
せつ

にされています。また、蹲
そん

踞
きょ

や礼
れい

等
など

は相
あい

手
て

に対
たい

して敬
けい

意
い

や感
かん

謝
しゃ

を表
あらわ

す作
さ

法
ほう

で

す。

⑨試
し

合
あい

⑩勝
しょう

負
ぶ

の決
けっ

定
てい

⑪立
りつ　れい

礼

主
しゅ

審
しん

の「ハッケヨイ！」の掛
か

け声
ごえ

により
立
た

ち上
あ

がり、取
とり

組
く

む。
勝
しょう

負
ぶ

が決
き

まると、主
しゅ

審
しん

が東
とう

西
ざい

の勝
しょう

者
しゃ

側
がわ

に
腕
うで

を挙
あ

げる。両
りょう

者
しゃ

は徳
とく

俵
だわら

内
うち

側
がわ

へ戻
もど

る。
主
しゅ

審
しん

の「礼
れい

」の合
あい

図
ず

でお互
たが

いに立
りつ

礼
れい

する。

⑫勝
しょう

者
しゃ

は蹲
そん

踞
きょ

⑬勝
かち

名
な

乗
の

り ⑭選
せん

手
しゅ

全
ぜん

員
いん

で礼
れい

、退
たい

場
じょう

勝
しょう

者
しゃ

はその場
ば

所
しょ

に蹲
そん

踞
きょ

する。敗
はい

者
しゃ

は土
どひょう

俵
を下

お

りる。
主
しゅ

審
しん

から「東
ひがし

（もしくは西
にし

）」、と勝
かち

名
な

乗
の

りを受
う

けたら勝
しょう

者
しゃ

は目
もく

礼
れい

する。目
もく

礼
れい

後
ご

、
土
どひょう

俵を下
お

り、誘
ゆう

導
どう

係
かかり

員
いん

の指
し

示
じ

に従
したが

う。

すべての試
し

合
あい

が終
しゅう

了
りょう

したら、アナウンス
と誘

ゆう

導
どう

係
かかり

員
いん

の指
し

示
じ

に従
したが

い退
たい

場
じょう

する。

©琴剣
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握
にぎ

り拳
こぶし

で突
つ

き、殴
なぐ

ること 張
は

り手
て

頭
とう

髪
はつ

を掴
つか

むこと

（相
あい

手
て

の）歯
は

が折
お

れる。
目
め

が損
そんしょう

傷（失
しつめい

明）する。
（相

あい

手
て

の）鼓
こ

膜
まく

が破
やぶ

れる。
口
くち

が切
き

れる。
（相

あい

手
て

の）首
くび

を痛
いた

める。

目
め

、または水
みぞ

月
おち

などの
急
きゅうしょ

所を突
つ

くこと 前
まえ

立
たて

褌
みつ

を掴
つか

むこと 喉
のど

を掴
つか

むこと

（相
あい

手
て

の）目
め

が損
そんしょう

傷（失
しつ

明
めい

）する。
呼
こきゅう

吸が出
で

来
き

なくなる。
内
ない

臓
ぞう

が破
は

裂
れつ

する。

（相
あい

手
て

の）まわしが外
はず

れる。 （相
あい

手
て

の）呼
こきゅう

吸が出
で

来
き

なくなる。
首
くび

を痛
いた

める。

胸
むね

、腹
はら

を蹴
け

ること 一
いっ

指
し

・二
に

指
し

を持
も

って
折
お

り返
かえ

すこと 噛
か

むこと

（相
あい

手
て

の）肋
ろっ

骨
こつ

が骨
こっ

折
せつ

する。
内
ない

臓
ぞう

が破
は

裂
れつ

する。
（相

あい

手
て

の）指
ゆび

が突
つ

き指
ゆび

する。
指
ゆび

が骨
こっ

折
せつ

する。
（相

あい

手
て

の）皮
ひ

膚
ふ

が裂
さ

ける。
皮
ひ

膚
ふ

が化
か

膿
のう

する。

禁じ手・禁じ技
次に挙げる各行為は、相手に危害を与える危険な手や技であり、禁じられています。
※大相撲の禁じ手とは異なります。
危険な行為を禁じることで、運動競技としての相撲が成り立ってきました。
試合で禁じ手・禁じ技を用いた場合は取り直しや反則負けとなることがあります。

禁じ手
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反
そ

り技
わざ

河
かわ

津
づ

掛
が

け 鯖
さば

折
お

り

（相
あい

手
て

が）受
う

け身
み

をとれない。
後
こう

頭
とう

部
ぶ

を強
きょうだ

打する。
首
くび

を痛
いた

める。

（相
あい

手
て

が）受
う

け身
み

をとれない。
後
こう

頭
とう

部
ぶ

を強
きょうだ

打する。
靭
じん

帯
たい

を損
そんしょう

傷する。

（相
あい

手
て

が）腰
こし

を痛
いた

める。
膝
ひざ

を痛
いた

める。

極
き

め出
だ

し 合
がっしょう

掌 鴨
かも

の入
い

れ首
くび

（相
あい

手
て

の）肘
ひじ

を痛
いた

める。 （自
じ

分
ぶん

の）手
て

が外
はず

せなくなる。
手
て

の指
ゆび

を骨
こっ

折
せつ

する。
（相

あい

手
て

が）腰
こし

を痛
いた

める。

（相
あい

手
て

の）首
くび

を痛
いた

める。

後
こう

頭
とう

部
ぶ

を相
あい

手
て

の腹
ふく

部
ぶ

につける

（相
あい

手
て

の）首
くび

を痛
いた

める。

禁じ技
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①突
つ

き出
だ

し ②押
お

し出
だ

し ③寄
よ

り切
き

り

突
つ

っ張
ぱ

って相
あい

手
て

を後
うし

ろに倒
たお

す。 両
りょうて

手や頭
あたま

を押
お

しつけ、土
どひょう

俵外
がい

に運
はこ

ぶ。 組
く

んで寄
よ

って相
あい

手
て

を土
どひょう

俵外
がい

に出
だ

す。

④上
うわ

手
て

投
な

げ ⑤下
した

手
て

投
な

げ ⑥小
こ

手
て

投
な

げ

外
そと

側
がわ

からまわしをつかみ投
な

げて転
ころ

がす。 差
さ

し込
こ

んだ下
した

手
て

でまわしをつかみ投
な

げる。 相
あい

手
て

の差
さ

し手
て

を上
うえ

から抱
かか

えて投
な

げる。

⑦掬
すく

い投
な

げ ⑧上
うわ

手
て

出
だ

し投
な

げ ⑨下
した

手
て

出
だ

し投
な

げ

相
あい

手
て

の腕
うで

を脇
わき

の下
した

からすくって投
な

げる。 上
うわ

手
て

まわしで引
ひ

っ張
ぱ

り出
だ

すように投
な

げる。 下
した

手
て

で相
あい

手
て

を引
ひ

きずるように投
な

げる。

決まり手
主な技は次の通りです。
これらの技の他にも決まり手があり、すべて合わせると８２手と５つの勝負結果になります。
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⑩掛
か

け投
な

げ ⑪内
うち

掛
が

け ⑫外
そと

掛
が

け

内
うち

側
がわ

から足
あし

をからめてしつこく投
な

げる。 内
うち

側
がわ

から足
あし

をからめ、背
せ

中
なか

から倒
たお

す。 土
どひょう

俵際
ぎわ

、外
そと

側
がわ

から足
あし

を掛
か

けて倒
たお

す。

⑬足
あし

取
と

り ⑭突
つ

き落
お

とし ⑮内
うち

無
む

双
そう

両
りょうて

手で相
あい

手
て

の片
かた

足
あし

を抱
かか

えて倒
たお

す。 肩
かた

やわき腹
ばら

に手
て

を当
あ

て突
つ

き落
お

とす。 内
うち

ももを下
した

から手
て

で払
はら

い、捻
ひね

り倒
たお

す。

⑯吊
つ

り出
だ

し ⑰送
おく

りだし ⑱打
う

っちゃり

相
あい

手
て

を抱
かか

えて吊
つ

り上
あ

げ土
どひょう

俵外
がい

へ出
だ

す。 相
あい

手
て

を後
うし

ろ向
む

かせ、押
お

すか突
つ

いて出
だ

す。 寄
よ

られた土
どひょう

俵際
ぎわ

、左
さ ゆ う

右に振
ふ

って投
な

げる。
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